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  We studied immunologi¢al activity of 21 patients en hemodialysis about serum－B2－microglobulin

（s一 ，8 ．，一MG）， Immunoglobulin G， A and M， co皿plement C3c and G4， The relationship between the

value ofs－fi2－MG and lgG， lgA， lgM， C3c was poor． The coeflficient of relationship between the varue

of s－P2一）！v（IG and C4 was O．19． ln chronic renal failure cases xNrith hemodialysis their immunological

activity were able to gain rnore serum complement C3c， C4 than s－P－2MG． And the value of s－af－MG

is rather useful as renal function test than as immunological examination in chronic renal fai工ure pa－

tients on hemodialysjs．

緒 言

 慢性腎不全により血液透析を受けている症例の易感

染性について，その原因は免疫能の低下によるところ

が大きいといわれている．きらに長期透析症例の免疫

能の特徴は，細胞性免疫能の低下が主で，体液性免疫能

の低下はすくないといわれてきた。すでに著者は透析

症例の体液性免疫能に関して報告してきたが1・2），今回

は，透析症例についての血清マイクログロブリン（以

下S一β2－MGと略す）と免疫グロブリンの関係につい

て検討を加えた．S一β2－MGはimmunoglobulin G

（lgG）あるいは組織適合抗原（HLA）と密接な関係が

あると報告されており，このことが透析症例でもあて

はまるかどうかをしらべた．とくに著者も報告したよ

うにs一β2－MGは透析症例では異常高値を示しており，

このことと免疫能との関係は注目されているところで

あり本論文ではこの点に関して検討を加えた．

対症例ならびに方法

 症例は瀬田クワこックにて慢性腎不全のために透析

を受けている21例である，男子15例女子6例であり年

齢は23歳から61歳まででその平均は47・0士11・4歳で

ある．透析を受けている平均年数は4．3±2．1年であ

る．

 透析の方法，条件などに関してはすでに報告した1，2）．

 またS一β2－MG， IgG， IgA， IgM， C3c， G4の測定

に関してもすでに報告した1・2）．
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 1）S一β2－MGの21例の平均値は41．6±15．7（mg／l）

であった．

 2）IgGの21例の平均値は1010．O土242．2（mg／100

ml）であった．

 3）’lgAの21例の平均値は165．2＝L 56・1（mg／100 m1）．

．であった．

 4）IgMの21例の平均値は95．5±32・8（mg／100 ml）

であった．

 5）c3cの21例の平均値は37．26土11・16（mg／loo

ml）であった．

 6）（〕4の21例の平均値は27・畢土10・26（mg／100 th1）

であった．

 7）S一β2－MGとIgGとの相関は認められなかった
（Fig． 1）．

 8）S一β2－MGとIgAとの相関は認められなかった
（Fig． 2）．

 9）S一β2－MGとIgMとの相関は認められなかった
（Fig． 3）．

 10）S一β2－MGとC3cとの相関は認められなかった

（F三9．4）．
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 11）S一β，・MGとC4との相関はr＝・O．19であった

（Fig． 5）．

考 察

 血清β2一マイクロプリン値は腎機能が正常でも，あ

る種の自己免疫疾患では異常高値を示すといわれてい

る3）．また悪性腫瘍を有する症例でも高値を示すこと

があると報告されている3～5）．

 β2一マイクログロブリンはBerggard．ら6）｝こよって

1968年分離精製された分子量H，800の低分子蛋白質

で，ヒトの血液，尿，唾液，髄液，乳汁などの体液申

に分布している．リンパ球，多核臼血球，血小板など

の細胞表面にも存在すると報告されている7）．その化

学構造はヒトのIgGのポリペプチド鎖のConstant

domain（CHI， CH2， CH3）の化学構造とよく類似し

ており，とくにCH3に分子構造上の共通点を有して

いる8）．β2－MGまたは2本のHLAのポリペプチド

鎖の1本で，リンパ球表面で，allo－antigen HLA鎖

と連鎖していると報告きれている4，9）．β2－MGとIgG

の関係について，一般的にはβ2－MGはIgGその他

の共通抗原を見いだすことはできず，関係がないもの

ときれている10・11）．しかしHLA抗原とは密接な関
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Fig． 1． Correlation between the value of serum－P2－microglobulin and lgG
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（2） Correlation between the value of

         s－rs2－MG and lgA

．

．

．

e一@“e

    ．

．

．

．

．

．

．

．

．

．

e

r＝一〇．140

．

．

Fig． 2．
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Correlation between the value of serum－P2－microglobulin and lgA
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（3） Corretation betwe’en the value of

        s－fi2－MG and lgM
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Fig． 3．
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Correlation betweep the value of serum－P2－microglobulin and lgM
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（4） correiati6n between the vaiue’6f’

     ．s－P2－MG and C3c （fiiA－g）
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Fig． 4
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Gorrelation between the value of serum一β2．・microglobulin and
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？’一一e1rH－7：・”一H：rr“”一’”T一”一t”ny一，一・r－rny．一一一rr一一”一．p

  90

  80

  70

な
蕊60
ε

：σ．

辱50
章

  40．

  30

  20

   0

Fig． 5

．

〈5） Correlation between ．the va！ue of

     s－iB2－MG and C4 （BiETg）

       ．

．

一   一  e

．

．

：

．
．

e

r＝ O． 1 ．87

ee

一・

．

．

．

．

．

    lo 15 20 25 30 35． 40 4’5
              C4 ｛PiE－g） （mg／dl）

Correlation between the Value of serrum－P2－micrbglobulin：and

C4 （PiE－g）

．，ny一”一rT一’一”一”一

のoo

剤
更

湯

ゆ

，OH一

説



細翔・ほか：血清β・マイクログロブリン・免疫能

係があり，細胞性免疫とくにHLAの関与するリン

パ球の細胞毒性試験がβ2－MGの抗体により阻止され

ることからみても，β2－MGはリンパ球の免疫能の一

部と関連していると考えられると報告されている10）．

 慢性透析症例では，その腎機能はきわめて低下して

おりそのだめ血清β2－MGは異常高値を示す5）．また

免疫能についても慢性透析症例では，IgG， IgA， IgM

についてはやや低下の傾向にあるも，ほぼ正常値を示

す4）．著者が慢性透析患者の21症例について血清β2－

MGとIgG， IgA，享gMの関係について検討を加え

たが，諸家1。・11）の報告と同じく相関関係は見いだせな

かった．すなわち血清β2－MGと免疫グロブリンとは

とくに関係がないものと考えられる．血清β2－MGと

血清補体価C3cに関しても， とくに有意の相関は認

めなかった。C4と血清β2－MGは相関係数r＝O．19

であった，これらのことから，慢性透析症例では血清

β2－MG値は免疫能と，ほとんど関係ないように考え

られる．むしろ，著者も報告したようlz 2），慢性透析

症例における血清β2－MG値は残存腎機能を表現して

いるものと考えられ，免疫能の指標とはなりえないも

のと考える．慢性透析症例21例申2例にC3c， C4と

もに正常値を示す症例があり，その血清β2－MGの平

均値は45．o mg／1であったが，これら2例とも男子で

がづ透斬歴ば6年と長く，2例ともIgM 58 mg／loo

mlと低下を示した．すなわち長期透析症例は細胞性

免疫能の低下は多くの人が報告しているとおりである

が，やはり体液性免疫能もやはりよくしらべてみる

と，どれかが低下していることがわかった．本論文中

の21例の症例でIgG， IgA， IgM， C3c， C4すべてが

正常である症例は1例もなかった．これらのことから

考えあわせると，長期安定透析をおこなっていくうえ

で，その感染に対する予防が必要であることがわか

る．

結 語

 1）慢性腎不全のために血液透析を受けている2王症

例について血清β2一マイクログロブリン，IgG， IgA，

IgM， C3c， C4をしらべた・

 2）血清β2一マ・fクログロブリンは全例高値であり，
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IgG， IgA， IgM， C4値のやや低下の傾向を認める

が，ほぼ正常であった．しかしC3c値は21例申2例

（ともに男子）のみ正常で玉8例に低下を認めた．

 3）血清β2一マイクログロブリンとIgG， IgA， IgM，

C3c， C4などの間には，とくに有意の相関は認められ

なかった．

 4）C3c， C4値ともに正常の2症例では血清β2一マ

イクログロブリン値の平均値は45．0 mg／1であった

が，いずれもIgMは58 mg／100・nlと低下していた．

また2例とも透析年数は6年と長期透析症例であっ

た．

 5）血清β2一マイクログロブリンは慢性腎不全によ

り透析を受けている症例では，免疫能よりも，むしろ

残存腎機能検査としてのほうが有用性が高いと考えら

れる．

 6）慢性腎不全症例の体液性免疫能は血清補体価

C3c， C4などの値によって，よりょく反映きれるも

のと考えられる．
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